
0  /
負だ′

力
が
入
る
〃大

一
番
〃

第
十
回
村
民
体
育
大
会
は
七
月
　
　
決
め
て
い
た
相
内
第

一
チ
ー
ム
が
　
　
ス
跳
び
競
争
）
は
、
相
内
第
四
チ

十
七
日
脇
元
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
　
　
夏
期
大
会
で
も
優
勝
し
ま
し
た
。
　
　
―
ム
が
九
連
覇
に
輝
き

″
不
動
″

開
催
さ
れ
、
冬
期
大
会
で
優
勝
を
　
　
　
ま
た
、
市
浦
営
林
署
長
杯

（イ
　
　
の
も
の
に
し
ま
し
た
。

⌒関
連
記
事

四

・
五
面
）

帥田年7月号
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早
期
発
見
・早
期
治
療

恒
例
と
な
っ
た

「村
民
健
康
会

こ
と
し
で
十

一
回
目
を
迎
え
た

健
康
会
議
で
は

「
高
血
圧
を
な
く

第

一
部
で
は
分
散
会
、
第
二
部

で
講
演
会
、
第
二
部
に
は
表
彰
式

の
健
康
管
理
や
環
境
問
題
に
つ
い

い
う
趣
向
。

講
演
会
に
は
作
家
の
小
田
原
金

た
具
体
的
な
実
例
や
独
得
の
ユ
ー

子
ど
も
が
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ

し
っ
か
り
し
た
親
の
考
え
方
と
決

意
、
家
族
の
た
め
に
働
く
親
の
後

こ
の
あ
と
、
国
民
健
康
保
険
健

康
優
良
家
庭
、
献
血
協
力
者
の
表

彰
式
が
あ
り
、
献
血
協
力
者
の
丁

子
谷
悟
さ
ん
が
被
表
彰
者
を
代
表

し
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

+♭ 品血圧をなくしよう

健康会議の分散会では、こんなことも

話しあわれた

さて、あなたは巳
昭
厖
脇
臨
時
□

継
続
実
施
し
て
き
た
が
、
妊
娠
届

と
少
な
い
の
で
、
忙
し
い
と
こ
ろ

継
統
し
ま
す
。

（生
ま
れ
て

一
ヵ
月
以
内
）
訪
問

熱心に話し合われた村民健康会議
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そ

の

一
つ
は
、
七
十
歳

（寝
た

き
り
の
状
態

の
人
は
六
十
五
歳

）

人
を
対
象
と
し
た
保
健
事
業

で
す
。

え
ず
、
健
康
手
帳
を
配
布
し
て
日

常

の
健
康
管
理
に
役
立

て
て

い
る
。

■
昭
和
五
十
四
年
に

「環
境
美
化

の
村
」
宣
言
以
来
、
住
民
主
導
の

清
掃
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
堆
積
や
不
法
投
棄
も
減

少
し
て
お
り
、
こ
の
運
動
を
更
に

発
展
さ
せ
、
清
掃
の
み
に
止
ま
ら

ず
環
境
の
美
化
に
つ
と
め
る
こ
と

の
中
に
も
、
家
庭
で
処
理
で
き
る

し
て
簡
易
焼
却
炉
の
普
及
設
置
を

■
住
民
総
参
加
の
道
路
清
掃
は
毎

年
実
施
し
て
き
た
が
、
今
年
も
四

四

十

歳

以

上

の
保

健

事

業

は

、

た

き

め

細

か

な

健

康

管

理

が

必
要

体

的

な

方

針

が

示

さ

れ

る

の

に
対

碑

庭

蜆

響

子
宮
ガ
ン
検
診
に
も

っ
と
多
く
の
　
　
し
、
訪
問
指
導
を
行
う
。

人
が
受
診
す
る
よ
う
働
き
か
け
を
　
　
■
昨
年
の
死
因
順
位
で
は
、
心
疾

し
、
特
に
胃
ガ
ン
検
診
で
要
精
検
　
　
患
が
第

一
位
、
脳
血
管
疾
患
が
第

の
で
、
積
極
的
呼
び
か
け
を
す
る
。
　

や
ア
タ
リ
を
防
ぐ
た
め
に
循
環
器

■
検
診
体
制
の
で
き
て
い
な
い
事
　
　
検
診
を
二
回
実
施
し
、
検
診
内
容

業
所
に
対
し
て
、
受
診
の
働
き
か
　
　
と
検
診
体
制
を

一
層
充
実
す
る
。

け
を
し
た
り
、
成
人
層
を
対
象
に
　
　
■
村
以
外
の
医
療
機
関
、
団
体
が

検
診
に
対
す
る
意
識
調
査
を
す
る
。
　

実
施
す
る
検
診
の
事
後
指
導
も
保

■
子
宮
ガ
ン
検
診
の
有
所
見
者
は
　
　
健
婦
が
訪
問
す
る
な
ど
援
助
す
る
。

陽
ド
陽
斃
務
晉

■
ガ
ン
で
死
亡
し
た
七
人
の
う
ち
　
　
で
す
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

六
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
で
　
　
る
の
が
基
本
で
あ
り
、
老
人
生
き

す
が
、
胃
ガ
ン
検
診
の
受
診
率
は
　
　
が
い
セ
ン
タ
ー
等
で
開
く
高
齢
者

六
十
五
歳
以
上
老
人
人
口
の
わ
ず
　
　
教
室
で
は
、
す
ぐ
実
践
に
む
す
び

か
九
智
。
こ
れ
か
ら
は
老
人
ク
ラ
　
　
っ
く
ょ
ぅ
な
健
康
教
育
を
実
施
す

ブ
等
と
連
携
し
、
受
診
の
す
す
め
　
　
る
。
ま
た
、
診
療
所
医
師
と
保
健

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
婦
に
よ
る
寝
た
き
り
老
人
に
対
す

■
す
こ
や
か
な
老
後
を
お
く
る
た
　
　
る

″
ペ
ア
訪
問
″
を
継
続
す
る
。

め
に
は
、
健
康
を
確
保
す
る
こ
と

口慶

夢

業

ぜ

健
法
が
今
年
二
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
　
　
老
人
保
健
は
二
つ
の
事
業
を
規
定

蛉
曙
鷹
群
暫
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相
内
第

一
が
総
合
優
勝

イ
ス
跳
び
は
相
内
第
四
が
九
連
勝

し

て
体

力

の

増

進

と

親

睦

を

深

め
　

　

各

地

区

の
地

域

性

を

生

か

―
・
、

数

醜鯰鰯瘍鶉

▼
夏
期
大
会
優
勝
相
内
第

一
（
‐２６
点

点
）
準
催
勝
脇

几́
第
二

（
‐２４
点
）̈

第
二
位
ト
ー
第
二

＾
１１０
点
）̈
第
四

位
相
内
第
四

（
１０５
点
）『
第
圧
位
太

田

（
‐０３
点
）̈
第
六
位
脇
元
第

ヽ
１０‐
点
一
第
七
位
磯
松

一
８０
点
）．

内
第
四
．
準
優
勝
十
二
第
■
¨
第
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県カヌー レース大会

ブ

青
森
県
カ
ヌ
ー
協
会

（久
保
佐

仲
太
会
長
）
主
催
の
十
二
湖
カ
ヌ

ー
レ
ー
ス
大
会
は
、七
月
十
日
（日

曜
日
）
十
二
海
洋
ク
ラ
ブ
前
潟
カ

ヌ
ー
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
で
三
回
目
を
迎
え
た
大

会
に
は
、
地
元
十
三
海
洋
ク
ラ
ブ

セ
ン
タ
ー
、
鶴
田
海
洋
ク
ラ
ブ
、

十
和
田
湖
小

・
中
学
校
か
ら
児
童

あ
い
に
く
の

″冷
た
い
ヤ
マ
セ
″

に
み
ま
わ
れ
な
が
ら
も
、
十
三
漁

業
協
同
組
合
や
十
二
小
学
校
Ｐ
Ｔ

卜
を
着
用
し
た
選
手
た
ち
は
、
応

援
に
か
け
つ
け
た
父
母
の
声
援
や

■
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

▽
小
学
校
四
年
女
子
の
部
　
・①
秋

田
谷
裕
子

（十
二
ヽ
②
奈
良

一
美

（十
二
ヽ
③
柳
谷
十
和

（十
二
ヽ

▽
小
学
校
四
年
男
子
の
部
　
・①
米

谷
了
二
（十
二
ヽ
②
織
田
健
典
（
十

和
田
湖
ヽ
③

工
藤
竜
太

⌒十
和
田

湖
ヽ

▽
小
学
校

五
年
女
子
の
部
　
①
豊

島
夏

子
（
十
三
）
②
中
井
歩
美
（
十

三
）
③
ホ

荘
千
登
世

（十
三
）

▽
小
学
校

五
年
男
子
の
部
　
①
久

保
直

人

（
十
年

田
湖

）
②
森
山
省

吾

（
尾
上

）
③
管
原
薫

（
十
和

田

湖
）

▽
小
学
校
六
年
女
子
の
部
　
・①
長

尾

ゆ
う
子

（十
三
）
②

工
藤
柳
子

（十
三
）
③
本
荘
恵
理
香

（十
三
）

▽
小
学
校
六
年
男
子
の
部
　
①

川

村

一
元

（十
和
田
湖

）
②

工
藤
稔

大

（
十
三
）
③
中
井
光
秋

（十
三

）

▽
中
学
校
女
子
の
部
　
①
菊
池
佳

子
（
十
和

田
湖

）
②
米
谷
千
春

（
十

三
）
③
久

保
美
保
子

（十
和
田
湖

）

▽
中
学
校
男
子
の
部
　
①

相
川
聡

貴

⌒
十
三
）
②

佐
藤
孝
和

（十
三
）

③

高
瀬
寿
彦

（
十
和

田
湖
）

Ｂ
＆
Ｇ
東
北
大
会
予
選

強
さ
発
揮
し
東
北
大
会
へ

洋
ク
ラ
ブ
）

相
川
聡
貴
、
佐
藤
孝
和
、
米
谷
千

晴
、
秋
田
谷
美
代
子

（以
上
十
三

海
洋
ク
ラ
ブ
）

■
カ
ッ
タ
ー
の
部

⌒男
子
七
人

・

十
三
海
洋
ク
ラ
ブ
）

藤
本
悟
、
工
藤
稔
大
、
岩
館
美
智

春
、
浜
田
拓
二
、
小
山
内
聡
、
加

納
光
浩
、
三
上
生
輝

十
三
海
洋
ク
ラ
ブ
）

本
荘
恵
理
香
、
秋
田
谷
由
紀
、
松

江
賀
子
、
若
山
美
香
子
、
三
橋
る

み
、
宮
崎
真
貴
子
、
相
川
和
子
、

豊
島
聡

（
以
上
小
学
生

・
十
二
海

洋
ク
ラ
ブ
ヽ
八
木
沢
康
、
村
上
健

（
以
上
中
学
生

・
十
三
海
洋
ク
ラ

ブ
ヽ
沢
田
清
文
、
三
和
永
治

（以

は
、
七
月
十
日
午
後
二
時
か
ら
相

内
地
区
の
市
浦
海
洋
ク
ラ
ブ
大
沼

会
場
で
、
東
北
プ
ロ
ッ
ク
大
会
出

場
の
予
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

―
ン
ラ
ン
ド
財
団

（略
称
Ｂ
＆
Ｇ

財
団

・
笹
川
良

一
会
長
）
で
は
、

毎
年
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会

洋
ク
ラ
プ
の
相
川
聡
貴
君
が
区
間

タ
イ
ム
で
小
学
生
日
本
記
録
を
出

す
偉
業
を
成
し
連
げ
て
い
ま
す
。

す
る
東
北
プ
ロ
ッ
ク
大
会
の
出
場

洋
ク
ラ
ブ
、
鶴
田
海
洋
ク
ラ
プ
の

た
ち
は
、
応
援
に
か
け
つ
け
た
ク

ラ
ブ
員
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

東
北
プ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
を
め
ざ

し
て
力
い
っ
ぱ
い
技
を
競
い
あ

っ

東
北
プ
ロ
ッ
ク
大
会
各
競
技
の

出
場
者
は
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

相
川
勝
人
、
中
井
光
秋
、
長
尾
ゆ

う
子
、
工
藤
柳
子

（以
上
十
二
海
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>55く

だ
燿

阿

眸

寺

趾

蓮
花
庵
を
後
に
し
て
更
に
奥

深
い
霊
山
に
向
か
う
こ
と
に
し

手
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ

け
る
と
、
法
燈
へ
の
道
が
漠
々

今
は
た
だ
、
汚
物
処
理
係
と

建
立
し
た
阿
口牛
寺
の
址
（仮
定
）

古
文
献

の
阿
昨
寺

津
軽
の
古
文
献
に

「十
二
往

て
い
ま
す
。
「阿
畔
寺
の
鐘
声
は

雲
を
穿
つ
」
と
。

ま
た
、
秋
田
家
古
文
書

「十

三
湊
新
城
記
」
に
は
、
「阿
呼
寺

の
鐘
声
は
三
毒
の
夢
を
党
ま
し
、

「阿
口牛
寺
の
鐘
声
は
万
物
み

の
善
根
を
そ
こ
な
い
毒
す
る
三

つ
の
煩
悩
の
夢
を
覚
ま
し
て
く

侶
の
読
経
は
開
悟
の
境
地
へ
と

お
曼
茶
羅
の
中
葉
寺
院

党
寺
二
十
六
世
義
観
院
家
の
描

仏
の
さ
と
り
そ
の
も
の
を
描
い

過
程
を
描
い
た
金
剛
界
曼
茶
羅

わ
が
村
の
阿
畔
寺
は
、
胎
蔵

界
曼
茶
羅
の
中
葉
―
真
ん
中
の

る
三
井
寺

・
龍
興
寺
等
も
胎
蔵

北
海
道

へ
渡
海
し
た
阿
咋
寺

嘉
吉
三
年

（永
享
四
年
説
あ

り
。
一
四
四
三

・
五
四
〇
年
前
Ｊ

が
敗
れ
た
時
に
焼
打
ち
さ
れ
、

住
職
が
、
十
三
阿
口牛
寺
を
偲
ん

で
松
前
町
大
館
に
再
興
し
た
の

私
た
ち
村
史
編
纂
委
員
が
阿

先
代
御
夫
婦
が
相
継
い
で
御
逝

去
さ
れ
、
二
回
目
訪
間
の
時
に

市
浦
村
の
法
燈
の
道
は
、
は

る
か
な
る
過
去
の
歴
史
を
物
語

へα一ヴ約ク）　田

力
・脅
球
勺

翅′
一

⑩

て
　
の
　
部

手
鶴
サ
鴎
る
　
獄
に
つ
な
が
れ

敵
に
も
味
方
、
味
方
に
も
敵
あ

る
人
も
あ
り
、
味
方
だ
と
思

っ
て

大
釜
煮
立
で
れ
ば
隣
り
が
饉
げ

る
　
無
駄
に
人
を
た
い
て
は
隣
家

手
ぶ
り
八
貫
　
裸

一
貫
の
意
。

手て
搬
訃
サ
恭
　
自
分
勝
手
な
こ

出
物
■
物
ア
所
繊
わ
ね
工
　
屁

手
前
味
増
を
な
ら
べ
る
　
能
書

鉾
ぼ
の
肇
　
行
っ
た
ま
ま
帰
ら

ぬ
使
者
。
ｏ
藤
崎
サ
あ
ん
ぺ
い

手
に
余
る
　
ぁ
っ
か
い
か
ね
る

飛
子じ撫
に
も
動
ミ
四
い
る
　
し



広報ιチろ 18'

7月 15日 から共用

争
本
警
察
署
相
内
駐
在
所
で
行
わ

日
本
海
中
部
地
震

・
津
波

人
命
救
助
の
佐
藤
さ
ん
に
感
謝
状
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ζ辱ラ7見羅璽胆習続1:

鰍
出稼ぎ

食
行く人へ

゛
°
でで

』量)2贅葬裏晨臭籠
士

11日 、26日 は休診

8日 朝 道路清掃

E萎護■おしらせ3

観
光
地
は

き
れ
い
に

う

つ
と
う
し
い
梅
雨
も
よ
う

子
供
た
ち
は
夏
休
み
に
入
り

グ
ル
ー
プ
や
家
族
連
れ
で
観
光

地
を
訪
れ
る
機
会
が
多
く
な
る

楽
の
た
め
訪
れ
た
観
光
地
が
ゴ

ミ
の
山
に
埋
も
れ
て
い
た
と
し

も

一
通
に
つ
ま
ら
な
い
も
の
に

っ
と
し
た
心
掛
け

一
つ
で
、
美

し
い
自
然
を
永
遠
に
保
つ
こ
と

た
ち
み
ん
な
の
財
産
で
す
。
私

た
ち

一
人
ひ
と
り
が
観
光
地
を

意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
」
を
合



広薇ιチら は0
違
い
ま
す
。　
一
般
的
に
は
製
造
後
、

果
物
缶
詰
は
四
年
ぐ
ら
い
、
魚
、

肉
、
野
菜
缶
詰
で
五
年
く
ら
い
と

は

″
ニ
ケ
タ
の
数
字
が
三
組
″
と

は

、

元

号

は

ほ

と

ん

ど

使

わ

れ

て

と

こ
ろ

で
、

六

ケ

タ
表

示

に
な

夕
表
示
で
出
回

っ
て
い
る
も
の
も

ま
だ
あ
り
ま
す
か
ら
党
え
て
お
く

四
ケ
タ
表
示
で
は
、
最
初
の
数

字
が
西
暦
年
号
の
末
尾
、
ニ
ケ
タ

目
が
月

（十
月
は
０
、
十

一
月
は

Ｙ
、
十
二
月
は
Ｚ
の
略
号
で
表
示
）

一
方
、
輸
入
品
の
場
合
、
果
物
、

野
菜
類
に
つ
い
て
は
年
月
日
を
表

示
し
た
ラ
ベ
ル
が
張
ら
れ
て
い
ま

明
の
場
合
は
、
輸
入
年
月
日
が
書

き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

料
や
調
理
方
法
な
ど
を
表
し
て
い

缶
の
表
示
の
読
み
方

詢

お
壁

（櫛蜘　智一畑
一青詠一

（嘲御　悦魏
一ぃ理一

（榊商　行動
一神聾一

（襲』登蝉秘
一時にど）

（『』　卸赫
一鵜嘲け）

∩
旧

∪

山
田
宇
之
八

（十
三
）
８２
歳

山
内
英
太
郎

（相
内
）
８．
歳

三
上
　
善
作

⌒脇
元
）
７５
歳

三
和
　
正
治

（相
内
）
６４
歳

真
人

（十
二
）
健
二

翔
悟

⌒十
三
）

悟

優
太

（磯
松
）
義
治

俊
介

（相
内
）
　

貢

銅
）億

缶
詰

の
日
付
を
読
も
う

六
ケ
タ
の
数
字
で

年
、月
、日
を
表
し
ま
す

1本懇 ・‐I

思わぬときに

事故は起こる

（ぃ一木秘砕
一動師一

「  (MЮ ③Ⅸ腱Ю④ ・…・
:

!    本荘博さん (長 男)(十三)    :

:     跳粧 ちゃん 00ケ 月)  :

:   楽しいお食事。          |
:    お母さん早 く作つてネノ      |
:   いっぱい食べてますます元気。   |


